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Emily Dickinson's“Bereaved of al， 1 went abroad--"leaves strong， indelible impressions 
on the minds of its readers. At the same time it asks them some insoluble riddles and excites 
their great intellectual curiosities. The aim of this short article is to untangle the profound 
mysteries and to unfold the cryptic meanings of this poem as the development of the hidden 
motif of initiation. 
1 
エミザ・ディキンスンの NO.784の詩， iすべてを奪われて，私は家を出たJ(“Bereavedof al， 1 went 
abroad--"I)を最初に一読した時「半島J(“Penisular")，諮り手である「私J(“γ，)にまとわりつく「墓」
(“Grave") ，その「墓」を「ひたして消し去るJ(“ToSteep" 'away一一")， i杯J(“Cups")，そして「私の記憶に










becca Pattersonは，ディキンスンが，義姉Susanの友人， Catherine(Kate) Scott Anthon(Turner)を愛し過
ぎてしまったこと…一向性愛の関係にあり，彼女との愛の喪失が詩人の生涯の体験の核心をなすとの前提で，




体的には多分それは絶交を伝える Kateの手紙を指すものであろうと推概する.またf新しい半島J(“a New 
Penisular")は Kateに代わる新しい友人ではなくて，殺初の半島である Kateを忘れようと努力することであ









Thomas H. Johnsonは，この NO.784の詩を部分的に分析している. JohsonはNo.712の“ Because1 
could not stop for Death一一勺等の死を擬人化し，死を求婚者・花婿とした詩のーっとして扱っている f)
Johnsonが見落としていることは，死を表す言葉を擬人化した場合， NO.712を始め多くの誇は，死を人称代名
詞の男性“he"で指しているのに対し， No.390の「遅刻をすることのない人J(“the postponeless creature")と

























ディキンスンの“Bereavedof al， went abroad -"一つの読み
墓は終わった.しかし鋤は，
記憶の中に残った拙訳)
Bereaved of al， 1 went abroad-
No les bereaved was 1 
Upon a New Peninsula-
The Grave preceded me-
Obtained my Lodgings， ere myself-
And when 1 sought my Bed-
The Grave it was reposed upon 
The Pillow for my Head 
1 waked， to find it first awake-
1 rose-It fol1owed me-
1 tried to drop it in the Crowd-
To lose it in the Sea-
In Cups of artificial Drowse 
To steep it's shape away-




2. 縞離または隠退 (2~3 行)
3. 死の結婚または強姦 (4~8 行)































































第4行の「墓が私に先回りしていて，J(“The Grave preceeded me--")は，少し説明を婆するところであ
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きj(“when1 sought my bed")と言うとき，それが死の婚姻せど意味することは明らかである.結婚は死であ
るが，同時に新しい生の出発でもある.新しく生まれるためには，それに先立つて結婚がなければならない.
「墓」はこの場合は， r私jに侵入する男性神である.
f纂」は私の頭のための枕の上に/乗っていた.j (The Grave it was reposed upon/The Pillow for my 









































「私は墓を群衆の中に撒こうとした. /私は海で纂を引き離そうとした.J (“ 1 tried to drop it in the 
Crowd一一一一/tolose it in the Sea-ー っと言うとき， r私」は築界と金三者の散界を隔てている境界の海窓越え
て，生者のt生界まで追跡してきている.このことは， r私Jが，生の中に死があり，死の中に主主があるとの人間の
生・死の本質に対する深い、洞察を得たことでもある.
「私は人為的なまどろみの杯の中で/慕の姿を侵して消そうとした.J (“ In Cups of artificial Drowse/To 
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